
エ
ド
ワ
ル
ド． 
チ
リ
I
ダ
へ
の
セ
ミ
ナ
ー． 
オ
マ
l
ジ
ュ
に
参
加
し
て

始
め
に

工ドワルド・チリーダへのセミナー・オマージュに参加して

二
O
一
一
年
九
月
三

O
日
と

一
O
月

一
日
の
二
日
間
、
ス
ペ
イ
ン
、
サ
ン

・

セ
パ
ス
テ
ィ
ア
ン
の
チ
リ
l
ダ

・
レ
ク
美
術
館
に
お
い
て
、
彫
刻
家
エ
ド
ワ
ル

ド

・
チ
リ
l
ダ
（
呂
官
・
N
O
O
N
）
へ
の
オ
マ
l
ジ
ュ
を
兼
ね
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
た
。
チ
リ
l
ダ
の
言
葉
に
因
み
「
暁
に
作
品
を
知
っ
た
」
と
題
さ
れ
た

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
参
加
者
の
美
的
経
験
に
配
慮
が
な
さ
れ
る
と
共
に
、
講

師
と
し
て、

ベ
ル
リ
ン
芸
術
大
学
の
ア
ナ
・
マ
リ
ア
・
ラ
l
ベ
、
マ
ド
リ
i
ド

コ
ミ
l
リ
ャ
ス
教
皇
大
学
の
リ
カ
ル
ド
・
ピ

ニ
リ
ャ
、
映
画
監
督
の
ス
サ
ナ

・

チ
リ
l
ダ
が
招
か
れ
、

チ
リ
l
ダ
の
造
形
作
品
に
お
け
る
三
つ
の
「
挑
戦
」
と

し
て
、
時
間

・
空
間

・
物
質
に
焦
点
を
当
て
た
講
義
が
行
わ
れ
た
。
（図
1
）

鉄
鋼
を
用
い
た
大
規
模
な
公
共
彫
刻
で
知
ら
れ
る
エ
ド
ワ
ル
ド
・
チ
リ
l
ダ

は
、
そ
の
生
涯
を
通
じ
、
空
間
や
光
、
物
質
の
軽
重
と
の
関
係
性
か
ら
様
々
な

素
材
を
試
み
た
。
ま
た
、
詩
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
そ
の
哲
学
的
一
貫
性
か
ら

士
口

本

由

江

も
評
価
さ
れ
得
る
チ
リ
l
ダ
の
言
葉
は
、
以
下
の
引
用
に
明
ら
か
で
あ
る
よ
う

に
、
時
間
・
空
間
・
物
質
に
結
び
つ
い
た
彼
の
芸
術
的
か
つ
存
在
論
的
志
向
を

示
し
て
い
る
。
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時
間
の
兄
弟
で
あ
る
空
聞
か
ら
、
執
効
な
重
力
の
下
、
見
え
な
い
こ
と
を

見
る
た
め
の
光
に
よ
り
、
「
既
に
な
い
」

と

「
未
だ
な
い
」
の
聞
に
私
は

置
か
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
第

一
日
目
は
、

チ
リ
l
ダ
の
作
品
に
と
っ
て
重
要
な
テ
l
マ
で

あ
る
時
間

（現
在）

・
空
間

（場）

・
物
質

（重
力
と
素
材
）
を
め
ぐ
り
、
彼
の

ア
ン
ソ
ロ
ジ
l
及
び
造
形
作
品
と
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

（ωω
hF
’A肝
ω。
）、

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ツ
ガ
l

（日
∞
∞
ゆ
］
EJ可。）、

ガ
ス
ト
ン
・
パ
シ
ユ
ラ
l

lレ

（］｛∞∞。，］
EU1A山）
の
テ
キ
ス
ト
と
の
接
点
が
、
「
対
話
」
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
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I
．
時
間
を
め
ぐ
る
挑
戦

聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
の
対
話

セ
ミ
ナ
ー
は
、
チ
リ
l
ダ
の
言
葉
と
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
イ
ヌ
ス
の

「告
白
」
を
比

較
し
た
ア
ナ

・
マ
リ
ア
・
ラ
l
ベ
氏
の
講
演
で
幕
を
開
け
、
氏
は
、
チ
リ
l
ダ
と

聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
の
本
質
的
な
親
近
性
を
、
自
己
の
関
心
事
に
対
峠
す

る
際
の
姿
勢
、
即
ち
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い
問
い
と
疑
問
と
驚
き
に
あ
る
と
し
た
。

「
時
の
書
」
と
も
呼
ば
れ
る

『告
白
』
第
十
一
巻
に
お
い
て
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
イ

ヌ
ス
は
、
時
間
の
本
質
を
繰
り
返
し
問
う
。
「
そ
れ
で
は
、
時
間
と
は
何
な
の

か
。
誰
に
も
問
わ
れ
な
け
れ
ば
わ
か
る
の
だ
が
、
問
う
者
に
説
明
し
よ
う
と
す

る
と
わ
か
ら
な
い
。
」
こ

図 1.セミナ一風景，

Alberto Gil Cobo) . 

の
有
名
な
一
節
の
後
、
数

章
に
亘
っ

て
問
い
か
け
が

続
け
ら
れ
た
後
で
も
、
聖

ア
ウ
グ
ス
テ
イ
ヌ
ス
は
自

己
の
無
知
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
厭
わ
な
い
。
「主

ょ
、
私
は
ま
だ
時
間
と
は

何
な
の
か
わ
か
ら
な
い
と

告
白
し
ま
す
。
（
略
）
あ
あ
、

え何
わが
かわ
らか
なら
い2な
」ごい
の
か
さ

一
方
、
チ
リ

l
ダ
は
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い
問
い
と
不
確
定
性
を
、
「
方
向

付
け
と
安
定
と
知
識
と
安
全
に
反
対
・
・
。
混
乱
と
不
安
定
、
驚
き

（知
識
へ
の

道）
。
手
中
の

一
羽
よ
り
、
飛
ぶ
百
施
。」

と
表
現
す
る
。
ラ
l
ベ
氏
は
、
こ
れ

ら
の
特
性
は
、

チ
リ
l
ダ
の
作
品
と
思
考
と
を
性
格
付
け
る
彼
の

一
貫
し
た
姿

勢
で
あ
り
、
創
作
の
た
め
に
自
ら
が
選
び
取
る
真
撃
な
態
度
で
あ
る
と
し
た
。

ま
た
、

時
間
を
円
状
に
解
釈
し
、
世
界
の
魂
の
活
動
と
関
係
付
け
る
新
プ
ラ

ト
ン
主
義
の
プ
ロ
テ
イ
ノ
ス
と
は
異
な
り
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
イ
ヌ
ス
は
、
時
間

を
人
間
の
魂
と
の
関
連
に
お
い
て
線
上
に
知
覚
し
、
時
間
の
心
理
的
概
念
、
す

な
わ
ち
認
識
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
時
間
の
観
念
に
つ

い
て
内
省

す
る
。
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
る
と
、

意
識
は
、
現
在
を
即
時
に
観
照
す

る
能
力

（直
視
）
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の
他
に
、
想
起
さ
れ
た
過
去
（
記
憶
）
と
想
像
さ
れ
た
未
来

（
期
待
）
と
を
備
え
て
い
る
。
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
イ
ヌ
ス
に
と

っ
て
、
人
間
の
時

聞
は
、
過
去
と
未
来
に
向
け
て
拡
げ
ら
れ
た
魂
を
も
っ
て
生
き
ら
れ
た
現
在
で

あ
る
。
ラ
l
ベ
氏
は
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
イ
ヌ
ス
と
チ
リ
l
ダ
の
文
章
の
引
用
を

比
較
し
、

チ
リ
l
ダ
が
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
イ
ヌ
ス
と
似
た
暗
喰

（暁
）
を
用
い

て
時
間
の
概
念
を
表
現
し
、
作
品
に
取
り
掛
か
る
際
に
、
無
数
の
実
現
の
可
能

性
を
前
に
し
て
感
じ
る
予
感
ま
た
は
直
観
を
表
現
し
て
い
る
と
し
た
。

ラ
1
ベ
氏
が
続
け
て
述
べ
た
よ
う
に
、
時
間
に
関
す
る
考
察
は
、
聖
ア
ウ
グ

ス
テ
イ
ヌ
ス
と
チ
リ
l
ダ
と
を

「
永
遠
の
現
在
」
「
次
元
の
な
い
現
在
」
を
め

ぐ
る
考
察
へ
と
導
く
。



永
遠
に
お
い
て
束
の
間
で
あ
る
も
の
は
な
く
、
す
べ
て
が
こ
こ
現
在
に
あ

る
。
そ
の
全
体
に
お
い
て
決
し
て
こ
こ
現
在
に
あ
る
こ
と
は
な
い
時
間
と

は
逆
に
。
最
後
に
は
、
過
ぎ
去
っ
た
も
の
は
す
べ
て
未
来
の
襲
撃
を
受
け
、

未
来
は
す
べ
て
永
遠
の
現
在
の
創
造
物
で
あ
る
か
、
そ
の
派
生
物
で
あ
る

こ
と
を
参
照
の
こ
と
。
（
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
）

聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
と

っ
て
、
永
遠
は
、
そ
の
普
遍
性
に
お
い
て
現
在

の
特
性
に
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
永
遠
の
現
在
と
い
う
概
念
は
、
以
下
の
チ
リ
l

工ドワルド・チリーダへのセミナー・オマージュに参加して

ダ
の
短
い
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
同
じ
魂
の
ふ
る
え
と
共
に
表
さ
れ
て
い
る

と
、
ラ
l
ベ
氏
は
指
摘
し
た
。

人
類
は
み
な
兄
弟
で
あ
る
。
私
た
ち
の
共
通
の
祖
国
は
地
平
線
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
地
平
線
の
よ
う
に
次
元
の
な
い
、
別
の
国
境
、
別
の
限
界
、

別
の
場
を
生
き
て
い
る
現
在
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら

の
問
い
や
他
の
多
く
の
問
い
は
自
然
の

一
部
を
な
し
、
こ
れ
ら
の
問
い
故

に
、
私
の
作
品
は
、
自
然
と
そ
の
法
則
の
中
で
、
明
ら
か
で
は
あ
る
が
到

達
し
難
い
も
の
す
べ
て
を
探
す
の
で
あ
る
。（
エ
ド
ワ
ル
ド
・
チ
リ
l
ダ
）

最
後
に
、

ヒ
ホ
ン
の
海
岸
に
設
置
さ
れ
た

《
地
平
線
賛
美
V

、
チ
リ
l
ダ
・

レ
ク
か
ら
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
移
さ
れ
た

《光
を
求
め
て
》（
図
2
）
、
ゲ
ル
ニ
カ
の

《我
ら
の
父
の
家
》、
サ
ン
・
セ
パ
ス
テ
イ
ア
ン
の

《
風
の
櫛
》
が
時
間
の
観
念

と
の
関
連
か
ら
紹
介
さ
れ

た
。
作
品
の
知
覚
に
お
け
る

重
要
な
要
素
と
し
て
現
在

が
あ
り
、
チ
リ
1
ダ
の
作
品

が
そ
の
中
に
挿
入
さ
れ
る

自
然
は
、
時
間
の
経
過
と
同

時
に
永
遠
に
よ

っ
て
跡
付

け
ら
れ
た
場
で
あ
る
。
ラ
l

ベ
氏
は
、
こ
れ
ら
の
公
共
作

品
に
関
し
て
、
四
大
元
素
や

四
季
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
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に
代
表
さ
れ
る
次
元
の
な
い
現
在
の
存
在
と
を
指
摘
し
た
。

移
り
ゆ
く
現
在
と
、
地
平
線

E
．
空
間
を
め
ぐ
る
挑
戦

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
の
対
話

そ
の
後
、
セ
ミ
ナ
ー
は
空
間
を
テ
l
マ
と
し
た
ブ
ロ

ッ
ク
へ
と
移
り
、
リ
カ

チ
リ
l
ダ
の
文
章
に
現
れ
た

ル
ド

・
ピ
ニ
リ
ャ
氏
は
、
講
演
の
導
入
と
し
て
、

時
間
と
空
間
の
関
係
性
に
言
及
し
た
。
チ
リ
1
ダ
は
、
彼
の
彫
刻
の
中
に
時
間

の
存
在
を
見
つ
け
た
こ
と
を
記
し、

空
間
を
「
時
間
の
兄
弟
」
と
呼
ぶ
。
彼
が

興
味
を
持
つ
時
間
は
「
時
計
の
時
間
」
で
は
な
く
、
「
調
和、

リ
ズ
ム
、
尺
度
」
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で
あ
る
と
さ
れ
、
時
間
と
空
間
の
親
近
性
は
、

チ
リ
l
ダ
が
、
固
形
の
物
質
を

「
遅
い
空
間
」、
空
間
を
「
速
い
物
質
」

と
名
付
け
、

物
質
と
空
間
を
交
換
可
能

な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
、
そ
の
速
さ
に
お
い
て
の
み
区
別
す
る
際
に
、
特
に
顕
著

に
示
さ
れ
る
。

一
九
六
九
年
秋
に
百
五
十
版
の
限
定
美
装
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
マ

ル
テ
イ
ン

・
ハ
イ
デ
ツ
ガ
1
の
エ
ッ
セ
ー
『
芸
術
と
空
臨
」
に
関
し
、
チ
リ
l

次
に
、

ダ
が
石
版
画
の
挿
絵
を
提
供
す
る
ま
で
の
経
緯
と
著
書
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
た
。

空
間
は

『存
在
と
時
間
」
（
一

九
二
七
年
出
版
）
に
お
い
て
「
在
世
界
」
の

分
析
テ
l
マ
と
し
て
現
れ
て
お
り
、

ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
は、

空
間
概
念
を
、

量
の

抽
象
的
計
測
概
念
に
先
立
つ
存
在
論
的
次
元
、
即
ち
、
場

・
往
来

・
遠
近
の
設

定
と
し
て
扱
っ
た
。

一
九
三
五
年
と
三
六
年
に
行
わ
れ
た
講
演
「
芸
術
作
品
の

起
源
」
で
は
、
芸
術
作
品
と
空
間
の
関
係
性
は
、
既
に
空
間
の
派
生
語
の
分
析

に
よ
り
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

一
九
五
一
年
に
ダ
ル
ム
シ
ユ
タ
ッ
ト
で

聞
か
れ
た
建
築
に
関
す
る
討
論
会
で
は
、
「
建
て
る

住
む

考
え
る
」
と
題

す
る
講
演
が
行
わ
れ
、

一
九
六
四
年
に
は
、
ザ
ン
ク
ト

・
ガ
レ
ン

（
ス
イ
ス
）

の
エ
ル
カ
l
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

「芸
術

・
造
形
芸
術

・
空
間
に
関
す
る
考
察
」

が
朗
読
さ
れ
て
い
る
。

ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
は、

『芸
術
と
空
間
』
の
執
筆
に
向
け
、

一
九
六
八
年
に
は

現
存
の
彫
刻
家
に
関
す
る
情
報
を
集
め
て
お
り
、
同
年
に
、
チ
リ
l
ダ
が
チ
ュ

l

リ
ッ
ヒ
で
展
覧
会
を
聞
い
た
際
に
、
両
者
の
会
合
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
遜
遁

の
後
、

ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
は、

チ
リ
l
ダ
に
対
し
、
空
間
に
つ
い
て
記
し
た
執
筆

物
を
出
版
の
有
無
を
問
わ
ず
送
る
よ
う
に
求
め
、
そ
の
後
、
彼
に
挿
絵
の
協
力

を
要
請
し
た
。

一
年
後
に
完
成
し
た
作
品
は
チ
リ
l
ダ
に
献
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
最
初
の
避
遁
で
、
ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
は
通
訳
を
通
じ
ド
イ
ツ
語
の
み
を
用

い
て
チ
リ
l
ダ
に
話
し
か
け
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
チ
リ
l
ダ
は
、
ハ
イ
デ
ツ
ガ
l

が
他
の
言
語
に
も
通
じ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
、

ド
イ
ツ
語
が
こ
の
哲
学
者
に

と
っ
て
の

「仕
事
の
道
具
」
で
あ
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
ま
た
、

美
装
版
制

作
の
た
め
に
、
ハ
イ
デ
ツ
ガ
ー
が
リ
ト
グ
ラ
フ
に
直
接
テ
キ
ス
ト
を
書
き
込
む

必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
チ
リ
l
ダ
が
、
作
業
し
や
す
い
版
の
大
き
さ
を
彼
に
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
こ
の
配
慮
が
ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
を
驚
か
し
、
喜
ば
せ
た
と
言
う
。

ピ
ニ
リ
ャ
氏
は
、
こ
の
二
つ
の
逸
話
か
ら
、
チ
リ
1
ダ
が
、

ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
の

ド
イ
ツ
語
を
、
思
想
を
生
み
出
す
た
め
の
仕
事
の
道
具
と
み
な
し
、
道
具
を
扱
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う
者
へ
の
尊
敬
を
込
め
、

ハ
イ
デ
ツ
ガ
ー
を
「
思
想
の
芸
術
家
」
と
捉
え
て
い

た
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
氏
は
、
対
称
で
は
な
い
が
類
似
し
た
形
態
の
聞
を
視

線
が
行
き
来
す
る
こ
と
に
よ
り
対
話
が
生
ま
れ
る
チ
リ
l
ダ
の
作
品

《対
話
を

通
し
て
の
寛
容
》
（ミ
ユ
ン
ス
タ
l
）
を
そ
の
視
覚
的
例
と
し
て
挙
げ
、
こ
の

出
会
い
に
よ
り
、
空
間
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
思
想
家
と
、
哲
学
的
性
向
を

持
つ
彫
刻
家
と
の
聞
に
中
間
的
空
間
が
形
作
ら
れ
た
と
述
べ
た
。

ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
は

「芸
術
と
空
間
」
に
お
い
て
、
建
築
空
間
と
同
様
に
、
芸

術
空
間
の
解
決
し
が
た
い
困
難
さ
を
認
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
芸
術
は
真
を

「
作
品
の
中
に
据
え
る
こ
と
（

H
Eム
宗
門
宵
1

切
H

・5
m
g）
」
で
あ
り
、

真
は
存
在
の

「
不
伏
蔵
性
（
巴

5
2
gお
g
z
x）」
を
意
味
す
る
と
い
う
二
つ
の
前
提
か
ら
、



彫
刻
作
品
に
お
け
る
空
間
が
、
空
間
の
最
も
本
来
的
な
特
質
を
開
示
す
る
も
の

で
、
辿
る
べ
き
指
針
で
あ
る
と
す
る
。

空
間
（
河

2
5）
の
動
詞
形
ユ
E
H】
巾
ロ
は
、
「
場
の
自
由
提
供
」
、
即
ち

「人

問
の
定
着
と
居
住
に
、
自
由
な
も
の
、
聞
か
れ
た
も
の
を
与
え
る
」
こ
と
と
捉

え
ら
れ
、
そ
の
状
況
が
生
ま
れ
る
過
程
は
色
ロ
ユ
c
B
g
の
語
に
依
拠
し
て
説

明
さ
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
語
が
持
つ
N
己
白
山
路
ロ
（
許
可
す
る
）
と
巾
－ロ
ユ
己
号
ロ
（設

備
を
取
り
付
け
る
・
調
整
す
る
）

の
語
義
か
ら
、
該
当
の
動
調
は
、
「
開
か
れ

た
も
の
」
が
展
開
す
る
こ
と
を
許
す
一

方
で
、
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
在
り
な

工ドワルド・チリーダへのセミナー・オマージュに参加して

が
ら
、
そ
こ
か
ら
他
の
物
へ
と
自
ら
を
聞
き
、
相
互
に
属
す
る
可
能
性
を
、
物

に
与
え
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
場
」
は
相
互
所
属
に
物
を
召
喚
す
る
度
に
、

「
自
由
な
広
が
り
」
と
説
明
さ
れ
る
「
地
域
（
の
品
目
旦
）
」
を
開
く
。

空
間
は
、
技
術

・
科
学
的
範
鳴
に
対
峠
す
る
存
在
論
的
範
鴎
に
お
い
て
考
察

さ
れ
、

ハ
イ
デ
ツ
ガ

1
は
、
物
が
場
に
属
す
だ
け
で
な
く
、

「物
自
体
が
場
」

で
も
あ
る
こ
と
へ
の
認
識
を
読
者
に
促
す
。
同
様
に
、
場
は
前
も
っ
て
与
え
ら

れ
た
空
間
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
空
間
は
「
地
域
の
場

（複
数
）

の
作
用
か
ら

の
み
」
聞
か
れ
る
。
ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
は
「
相
互
作
用
的
な
場
の
働
き
」
に
注
目

し
、
芸
術
と
空
間
の
交
じ
り
合
い
を
、
「
場
」
と
「
地
域
」
と
の
経
験
か
ら
考

え
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

ピ
ニ
リ
ャ
氏
は
、

チ
リ
l
ダ
に
捧
げ
ら
れ
た
こ
の
エ

ッ
セ
ー
に
お
い
て
、

イ
デ
ツ
ガ
l
が
、
特
に
チ
リ
l
ダ
を
念
頭
に
置
い
て
記
し
た
文
章
と
し
て
、
造

形
作
品
を
定
義
し
た
以
下
の
文
章
を
引
用
し
た
。

造
形
作
品
。
場
を
身
体
化
し
、
作
品
の
中
に
据
え
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ

の
場
と
共
に
、
人
聞
が
住
ま
う
こ
と
が
出
来
る
地
域
を
聞
き
、
人
聞
を
取

り
巻
き
、
関
わ
る
物
が
留
ま
る
こ
と
が
出
来
る
地
域
を
開
く
こ
と
。

造
形
作
品
。
場
を
引
き
起
こ
す
作
品
に
お
い
て
、
存
在
の
真
実
を
身
体
化

す
る
こ
と
。

リ
カ
ル
ド

・
ピ
ニ
リ
ャ
氏
の
講
義
は
、
チ
リ
l
ダ
の
代
表
作
の

一
つ
《
風
の

ノ、

図3.エドワルド・チリーダ，《風の櫛》，

パスティアン（Foto:Ana Maria Rabe). 

櫛
》（
図
3
）
の
画
像
で
締

め
く
く
ら
れ
た
。
チ
リ
l
ダ
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は
、
故
郷
の
海
岸
へ
向
け
た

」
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
構
想

を
五
十
年
代
初
め
か
ら
温
め

て
お
り
、

ハ
イ
デ
ツ
ガ
！
と

の
避
遁
の
翌
年

（
一
九
六
九

年
）
に
は
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ

新
本
部
に

《
風
の
櫛
W
》
を

設
置
し
て
い
る
。
サ
ン
・
セ

パ
ス
テ
ィ
ア
ン
に
設
置
さ
れ

た

一
九
七
七
年
の
作
品
に
関
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し
、
チ
リ
l
ダ
は
「
こ
の
作
品
は
、
私
が
作
っ
た
し
、
私
が
作
っ
た
の
で
は
な
い
。

風
と
海
と
岩
と
そ
の
す
べ
て
が
決
定
的
な
や
り
方
で
関
与
し
た
。」

と
述
べ
、

公

共
彫
刻
が
、

「自
由
な
広
が
り
」
の
創
設
の
た
め
、
周
囲
の
環
境
要
素
と
の
相

関
関
係
に
お
い
て
成
立
し
て
行
く
創
作
過
程
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

E
．
物
質
を
め
ぐ
る
挑
戦
（

重
力

「物
質
を
め
ぐ
る
挑
戦
」
の
。
フ
ロ
ッ
ク
は
二
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
、

最
初
に
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
重
力
の
理
論

ア
ナ

・
マ
リ
ア

・
ラ
l
ベ
氏
に
よ
り
、

と
チ
リ
l
ダ
の
作
品
と
の
関
連
が
紹
介
さ
れ
た
。

重
力
に
対
す
る
チ
リ
l
ダ
の
興
味
は
、
以
下
の
言
葉
に
明
ら
か
で
あ
る
。

私
は
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
主
義
か
ら
も、

フ
ラ
ン
ス
の
文
化
か
ら
も
多
く
の
恩

恵
を
受
け
た
。
し
か
し
、
私
が
本
当
の
夢
見
る
の
は
重
力
だ
。
私
の
場
合
、

そ
れ
は
重
大
だ
。
私
は
、

重
力
、
す
な
わ
ち
、

下
か
ら
上
へ
、
そ
し
て
、

も
ち
ろ
ん
上
か
ら
下
へ
と
伸
び
る
理
想
の
線
に
、
ま
す
ま
す
条
件
付
け
ら

れ
て
い
る
。
重
力
に
心
を
配
る
と
い
う
こ
と
は
、
物
質
に
心
を
配
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
（
略
）
私
は
こ
の
面
を
ま
す
ま
す
重
大
に
受
け
取
っ
て

お
り
、
私
の
最
新
作
は

《重
力
》
と
名
付
け
ら
れ
て
い
お
。

ラ
l
ベ
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
重
力
は
物
体
に
内
在
す
る
力
で
は
な
い
。

重
量
を
物
質
の
内
在
す
る
特
性
と
考
え
る
ス
コ
ラ
派
の
概
念
と
は
異
な
り
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
は
重
力
を
、
質
量
聞
の
加
速
原
理
、
即
ち
密
度
に
比
例
し
て
物
体

を
引
き
合
わ
せ
る
動
的
原
理
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
「
絶
対

的
」
と
呼
ぶ
、

真
空
で
均
一
か
つ
硬
固
な
空
間
は
現
実
世
界
に
は
存
在
し
な
い

が
、
こ
の
絶
対
空
間
は、

ニ
ュ
ー
ト
ン
が
重
力
の
法
則
を
説
明
す
る
た
め
に
必

要
と
し
た
理
論
的
前
提
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
学
に
お
い
て
、重
力
は
、

二
つ
の
物
体
の
中
心
に
向
か
っ
て
直
線
に
引
き
合
う
物
体
の
加
速
で
あ
り
、
互

い
に
引
き
合
う
質
量
の
密
度
に
比
例
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
、
彼
が

「求

心
力
」
と
も
呼
ぶ
重
力
の
理
論
を
通
し
て
、
潮
の
満
ち
引
き
な
ど
そ
れ
ま
で
解

決
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
自
然
現
象
を
説
明
し
た
。
即
ち
、

質
量
の
大
き
い
地
球

と
密
度
の
少
な
い
月
は
、
求
心
方
向
に
引
き
合
い
、
長
円
形
の
軌
道
上
の
月
の
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位
置
に
よ
り
潮
は
満
ち
引
き
を
繰
り
返
す
。

チ
リ
l
ダ
の
言
葉
に
は
「
質
量
」
「
密
度
」
「
速
度
」
な
ど
物
理
学
用
語
が
繰

り
返
し
現
れ
る
。
そ
し
て
、

重
力
と
そ
の
克
服
は
チ
リ
l
ダ
の
重
要
な
テ
1
マ

の
一
つ
で
あ
り
、
前
述
の
引
用
に
お
け
る

「上
か
ら
下
へ
の
理
想
の
線
」

「下

か
ら
上
へ
」
の
言
及
は、

重
力
に
関
す
る
チ
リ
l
ダ
の
素
養
を
表
し
て
い
る
。

チ
リ
l
ダ
は

「満
ち
た
空
間
と
空
の
空
間
と
の
対
話
は
質
量
か
ら
の
み
真
正
で

あ
る
。
外
見
に
は
価
値
は
な
い
。
」
と
述
べ
、
空
洞
で
は
な
い
物
質
の
使
用
に

」だ
わ
り
続
け
た
。

七
十
年
代
後
半
以
降
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
鋼
に
よ
る
大
規
模
な
公
共
作
品

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
増
加
し
て
行
く
中
で
、
そ
の
最
盛
期
に
あ
た
る

一
九
八
八



年
に
、

チ
リ
l
ダ
は
、
細
い
紐
で
綴
じ
た
小
規
模
な
紙
コ
ラ
ー
ジ
ュ

の
制
作
を

始
め
た
。《
重
力
》
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
シ
リ
ー
ズ
は
、
物

質
の
質
量
に
関
す
る
チ
リ
l
ダ
の
探
求
の
別
の
極
を
な
し
て
い
る
。

ラ
l
ベ
氏
は
、

マ
ド
リ
l
ド
屋
外
彫
刻
美
術
館
の

《
出
会
い
の
場
E
Y

ル
セ
ロ
ナ
の

《水
賛
美
》
な
ど
、
宙
に
吊
ら
れ
る
形
で
設
置
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
l

ト
の
巨
大
彫
刻
に
関
し
、
チ
リ
l
ダ
の
夢
は
、
質
量
が
ニ
ュ

ー
ト
ン
の
原
理
を

伝
え
、
か
つ
空
間
へ

「
飛
期
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
チ
リ
l

ダ
自
身
が
述
べ
る
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
抗
し
て
戦
う
」
試
み
の
背
景
に
、
神
秘
主

エドワルド・チリーダへのセミナー・オマージュに参加して

義
と
聖
テ
レ
サ
に
結
び
つ
い
た
軽
微
さ
へ
の
希
求
を
指
摘
し
た
。
紙
で
制
作
さ

れ
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
シ
リ
ー
ズ

《重
力
》
は
、
そ
の
可
変
性
の
あ
る
素
材
と
相

ま
っ
て
チ
リ
l
ダ
の
巨
大
彫
刻
作
品
が
夢
み
る
軽
や
か
さ
を
具
現
し
て
い
る
。

N
．
物
質
を
め
ぐ
る
挑
戦
（

ガ
ス
ト
ン
・
バ
シ
ュ
ラ
l
ル
と
の
対
話

「
物
質
を
め
ぐ
る
挑
戦
」
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

リ
カ
ル
ド
・
ピ
ニ
リ
ャ
氏
の
ガ

ス
ト
ン
・
パ
シ
ユ
ラ
l
ル
に
関
す
る
発
表
へ
と
移
り
、
最
初
に
『
新
し
い
科

ゃ
「
火
の
精
神
分
析
」

学
的
精
神
』

の
著
者
で
あ
る
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
哲
学

者
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
チ
リ
l
ダ
は
、
素
描
と
彫
刻
を
本
格
的
に
始
め
た
後
、

二
十
四
歳
で
パ
リ
に
移
り
、

一
年
余
り
の
滞
在
の
聞
に
、
パ
シ
ユ

ラ
l
ル
と
面

識
を
得
て
い
た
。
自
ら
が
進
む
芸
術
の
方
向
性
に
迷
い
、
パ
リ
滞
在
に
終
止
符

を
打
っ
た
チ
リ
l
ダ
は
、

一
九
五
六
年
パ
リ
の
マ
エ
画
廊
で
聞
か
れ
た
初
の
個

展
に
際
し
、
迷
う
こ
と
な
く
パ
シ
ユ
ラ
l
ル
の
名
を
挙
げ
、
カ
タ
ロ
グ
の
執
筆

を
依
頼
し
た
。

カ
タ
ロ
グ
に
寄
せ
ら
れ
た
「
鉄
の
宇
宙
」
と
題
す
る
文
章
の
中
で
、
パ
シ
ユ

ノt

チ
リ
l
ダ
が
サ
ン

・セ
パ
ス
テ
ィ
ア
ン
に
帰
郷
し
、
バ
ス
ク
地
方

ラ
l
ル
は
、

の
伝
統
に
根
差
し
た
鉄
の
素
材
を
発
見
す
る
ま
で
を
辿
り
、
チ
リ
l
ダ
が
こ
の

素
材
を
用
い
「
親
密
な
関
係
の
中
で
物
質
を
引
き
出
す
彫
刻
を
夢
見
て
い
る
」

と
観
察
す
る
。
パ
シ
ユ
ラ
l
ル
は
、

チ
リ
l
ダ
の
鉄
の
作
品
群
を

「物
質
と
動

き
の
統
合
体
」
と
評
し
、
吊
り
下
げ
て
展
示
さ
れ
る

《空
間
へ
の
助
言》

に
つ

い
て
は
、
「
烏
龍
の
形
を
し
た
鳥
、
鳥
の
形
を
し
た
鳥
龍
」
と
表
現
す
る
。
ピ

ニ
リ
ャ
氏
は
、
こ
れ
ら
五
十
年
代
の
チ
リ
l
ダ
の
作
品
が
、
鉄
の
身
体
を
空
間

に
広
げ
、
空
間
を
囲
い
込
む
と
い
う
意
志
に
お
い
て
、
動
的
で
攻
撃
的
な
側
面
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を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

パ
シ
ユ
ラ
l
ル
は
、

チ
リ
l
ダ
が
彼
に
語
る
「
作
品
の
自
律
的
成
長
」
を
自

ら
も
肯
定
し
、
物
質
や
工
具
、
騒
音
や
火
へ
の
言
及
に
よ
り
、
ピ

ニ
リ
ャ
氏
が

「
鍛
冶
の
仕
事
の
工
程
の
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
」
と
呼
ぶ
も
の
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

チ
リ
l
ダ
の
初
の
個
展
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、

チ
リ
l
ダ
作
品
の

原
初
的

「素
材
性
」
に
迫
る
と
共
に
、
鉄
と
取
り
組
む
若
い
チ
リ
l
ダ
を
描
き

出
す
生
き
生
き
と
し
た
肖
像
画
と
も
な
っ
て
お
り
、
パ
シ
ユ
ラ
l
ル
の
熱
を
帯

び
た
賞
賛
の
言
葉
で
結
ぼ
れ
て
い
る
。

何
と
言
う
力
、
若
い
力
の
助
言
が
チ
リ
l
ダ
の
作
品
に
は
あ
る
こ
と
だ
ろ
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う
！
な
ん
と
い
う
朝
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
呼
び
か
け
か
1
力
強
い
朝
の
宇
宙

よ
！
チ
リ
l
ダ
の
作
品
の
写
真
を
三
枚
本
棚
の
隅
に
貼
っ
て
か
ら
、
私
は
寝

起
き
が
よ
い
。
す
ぐ
に
力
が
湧
い
て
く
る
。
仕
事
が
好
ま
し
い
。
老
哲
学

者
で
あ
る
私
で
さ
え
、
鉄
匠
の
よ
う
に
呼
吸
す
る
よ
う
に
な
る
ほ
ど
だ
。

後
年
、

チ
リ
l
ダ
は
、

彫
刻
が
与
え
作
り
出
す
内
部
空
間
を
発
見
し
、

彫
刻

の
空
間
部
は
抽
象
性
を
弱
め
、
鑑
賞
者
に
聞
か
れ
て
い
く
。
彫
刻
作
品
と
空
間

に
対
す
る
チ
リ
l
ダ
の
概
念
の
変
遷
は
、
ピ
ニ
リ
ャ
氏
が
引
い
た
こ
の
彫
刻
家

の
言
葉
「
空
間
は
限
定
さ
れ
な
い
問
は
無
名
で
あ
る
。
以
前
、
私
の
作
品
は
主

人
公
だ
っ
た
。
空
間
が
無
名
で
は
な
く
な
る
た
め
に
、
環
境
が
主
人
公
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。」

に
雄
弁
に
示
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
ア
ラ
パ
ス
タ
ー
や
テ
ラ
コ
ッ
タ
な
ど
、
他
の
素
材
を
用
い
た
チ
リ
l

ダ
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
質
が
提
示
す
る
可
能
性
と
チ
リ
1
ダ

の
取
り
組
み
が
例
示
さ
れ
た
。

v 

「チ
リ
ー
ダ

芸
術
と
夢
』
の
上
映
と
討
論
会

セ
ミ
ナ
ー
二
日
目
は
、

参
加
者
の
美
的
体
験
に
セ
ミ
ナ
ー
の
比
重
が
移
さ
れ

た
。
ス
サ
ナ

・
チ
リ
1
ダ
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『チ
リ
l
ダ

術
と
夢
』
の
上
映
に
先
立
ち
、
チ
リ
l
ダ
監
督
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
タ
イ
ト
ル

「暁

に
作
品
を
知
っ
た
」
に
因
み
、
当
日
の
貝
殻
海
岸
の
暁
を
撮
影
し
た
連
続
写
真

を
披
露
し
、
映
画
の
撮
影
ま
で
の
経
緯
と
そ
の
経
過
を
語
っ
た
。

チ
リ
l
ダ
監
督
の
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
作
は
、
エ
ド
ワ
ル
ド

・
チ
リ
l
ダ
へ
の
委

託
作
品

《
北
斎
へ
の
オ
マ

l
ジ
ユ
》
の
制
作
過
程
を
取
材
し
た
ド
キ
ユ
メ
ン
タ

リ
l
映
画

『チ
リ
l
ダ
か
ら
北
斎
へ

一
作
品
の
創
作
」
で
あ
っ
た
。
委
託
に

よ
り

一
九
九

一
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
撮
影
で
は
、
工
房
で
の
作
品
制
作
の
様
子

や
作
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
大
量
の
収
録
が
行
わ
れ
、
第

一
作
自
に
引
き

続
き
、
同
じ
テ
l
マ
を
追
い
続
け
た
チ
リ
l
ダ
監
督
は
、

一
九
九
八
年
に
第

作

『チ
リ
l
ダ

芸
術
と
夢
」
を
完
成
し
た
。
チ
リ
l
ダ
監
督
は
、
こ
の
二
作

の
撮
影
期
間
中
、
作
家
の
工
房
に
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
最
初
で
唯

一
の
人
物

で
あ
り
、
監
督
は
、
作
家
を
直
接
知
る
証
人
と
し
て
、
彼
女
の
映
画
に
は
教
育

的
目
的
が
含
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
女
の
詩
と
存
在
が
、
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父
親
の
詩
と
交
差
す
る

点
が
こ
の
作
品
で
あ
る
と
述
べ
た
。

映
画
上
映
後
聞
か
れ
た
討
論
会
で
は
、
ま
ず
セ
ミ
ナ
ー
講
師
が
感
想
を
述
べ
、

ラ
l
ベ
氏
は
、

セ
ミ
ナ
ー
で
扱
わ
れ
た
諸
点
が
映
画
に
お
い
て
詩
的
か
つ
知
覚

可
能
な
方
法
で
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
点
、
数
ト
ン
に
及
ぶ
公
共
彫
刻
の
軽
や
か

な
映
像
、
素
材
か
ら
形
を
引
き
出
す
た
め
の
対
立
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

素
材

に
耳
を
傾
け
る
対
話
で
も
あ
る
鍛
造
工
場
の
シ
l
ン
に
言
及
し
た
。
ま
た
、
氏

は
、
チ
リ
I
ダ
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
l
に
お
い
て
速
度
の
速
い
物
質
と
し
て
挙
げ
ら

主主
コE

れ
て
い
た
「
空
間
」
が
、
映
画
の
中
で
は
、

よ
り
速
い
存
在
と
し
て
「
聖
霊
」

に
置
き
換
え
ら
れ
、
彫
刻
家
自
身
に
よ

っ
て
コ
メ
ン
卜
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘

し
た
。

一
方
、
ピ
ニ
リ
ャ
氏
は
映
画
制
作
の
観
点
か
ら
発
言
し、

音
楽

・
テ
キ



ス
ト
の
朗
読
・
声
と
い
っ
た
音
響
を
通
し
て
、

チ
リ
l
ダ
の
世
界
が
効
果
的
に

伝
達
さ
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
た
。

映
画
上
映
後
の
討
論
会
で
は
、
作
品
の
撮
影
当
時
進
行
中
で
、
映
画
の
中
で

も
言
及
さ
れ
て
い
る
「
キ
ン
ダ
ヤ
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
者
の
議
論
が
集

中
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ホ
ル
ヘ

・
ギ
ジ
エ
ル
モ
の
詩
「
深
遠
な
る

も
の
は
大
気
」
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
山
の
内
部
空
間
か
ら
水

平
線
を
眺
め
、
月
と
日
の
光
を
受
け
る
と
い
う
一
九
八
五
年
以
前
の
チ
リ
l
ダ

の
着
想
を
土
台
と
し
て
い
る
。
現
存
の
山
に
対
し
、
水
平
線
が
見
え
る
位
置
に

工ドワルド・チリーダへのセミナー・オマージュに参加して

五
十
メ
ー
ト
ル
平
方
の
空
洞
を
掘
り
進
み
、
山
中
の
空
間
に
お
い
て
、
同
形
の

方
形
空
洞
を
垂
直
上
方
に
二
つ
設
け
る
と
い
う
こ
の
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
し
、
シ
シ
リ
ア
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

ス
イ
ス
か
ら
場
所
の
提
供
が
打
診
さ
れ

チ
リ
l
ダ
が
直
観
を
受
け
た
の
は
、
カ
ナ
リ
ア
諸
島
第
二
の
島

た
。
し
か
し
、

フ
エ
ル
テ
ベ
ン
ト
ュ
l
ラ
の
海
岸
に
近
い
キ
ン
ダ
ヤ
山
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
現
に
向
け
、
一
九
九
三
年
に
は
、
カ
ナ
リ
ア
行
政
府
の
許
可
も
受
け
て
い
た
。

そ
の

一
方
で
、
こ
の
計
画
は
、
キ
ン
ダ
ヤ
山
の
開
発
権
買
い
上
げ
に
お
け
る

公
職
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
始
め
、

山
に
対
す
る
影
響
、
キ
ン
ダ
ヤ
山
が
有
す
る
遺

跡
の
保
護
な
ど
、
環
境
団
体
を
中
心
に
多
く
の
論
争
と
強
い
拒
絶
反
応
を
引
き

起
こ
し
た
。
五
十
メ
ー
ト
ル
平
方
の
空
洞
は
、
山
全
体
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
相

対
的
に
ご
く
小
規
模
な
改
変
に
過
ぎ
な
い
。
未
完
に
終
わ

っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
に
対
し
、
セ
ミ
ナ
ー
の
討
論
会
で
は
、
環
境
問
題

・
歴
史
上
の
先
例
の
有

無

・
人
類
学
的
観
点
か
ら
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
る
と
共
に
、
現
代
社
会
に
お
け

る
集
団
的
神
秘
体
験
の
欠
如
と
そ
の
種
の
体
験
に
対
す
る
不
信
感
と
不
寛
容
さ

が
指
摘
さ
れ
た
。

キ
ン
ダ
ヤ
山
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
し
、
以
下
、
私
見
を
挟
む
な
ら
ば
、
セ
ミ

ナ
ー
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
や
上
映
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

商
は
、
こ
の
未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
様
々
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
。

（却｝

鉄
と
光
の
間
で
」
に
お

オ
ク
タ
ビ
オ

・
パ
ス
は
、

エ
ッ
セ
ー

「
チ
リ
l
ダ

い
て
、

チ
リ
l
ダ
の
彫
刻
の
建
築
的
性
格
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「大

空
間
の
上
に
で
は
な
く
、
内
お
よ
び
中
に
お
け
る
空
間
の
構
築
」
で
あ
り
、
パ

ス
は
、
近
い
将
来
そ
こ
に
「
人
間
の
姿
」
が
現
れ
る
こ
と
を
予
言
し
た
。
彫
刻

の
周
り
を
巡
る
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
な
く
、
鑑
賞
者
を
庇
護
す
る
か
の
よ

う
に
聞
き
、
彫
刻
内
部
に
招
き
入
れ
る
大
規
模
な
公
共
彫
刻

《
地
平
線
賛
美
》
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（
一
九
九

O
年
）
に
お
い
て
、
こ
の
予
言
は
実
現
さ
れ
た
と
も
言
え
る
が
、

キ

ン
ダ
ヤ
山
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
山
の
内
部
空
間
に
人
が
在
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
文
字
通
り
建
築
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
チ
リ
l
ダ
は
、

ド
キ
ユ

メ
ン
タ
リ
l
映
画
に
お
い
て
、
人
が
大
空
間
の
前
に
自
ら
を
小
さ
く
感
じ
、
す

べ
て
の
人
聞
が
平
等
で
あ
る
こ
と
を
感
得
す
る
た
め
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
規
模
の
大
き
さ
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
チ
リ
l

ダ
監
督
も
、
作
家
の
意
図
は
、
山
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
全
人
類
に
場
を
提

供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
討
論
会
の
場
で
言
明
し
た
。

ま
た、

チ
リ
l
ダ
が
メ
ノ
ル
カ
島
の
巨
石
遺
跡
を
訪
問
し
た
際
の
シ
ョ
ッ
ト

や
そ
こ
で
の
コ
メ
ン
ト
は
、
彼
が

《
地
平
線
賛
美
》
を
含
む
最
後
の
重
要
な
公
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共
彫
刻
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、

一
種
の
原
始
美
術
を
夢
見
て
い
た
こ
と

を
暗
示
し
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
第
一

日
目
に
紹
介
さ
れ
た
パ
シ
ユ
ラ
l
ル
の
テ

チ
リ
l
ダ
が
取
り
組
ん
で
い
た
鉄
の
作
品
制
作
は
、

「
人

n） 

類
の
原
始
主
義
の
偉
大
な
夢
」
と
描
写
さ
れ
て
い
た
。
太
陽
と
月
と
地
平
線
が

キ
ス
ト
に
お
い
て
、

人
類
に
と

っ
て
原
初
的
で
存
在
論
的
要
素
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
パ

シ
ユ

ラ
l
ル
の
こ
の
言
葉
は
、
《
地
平
線
賛
美
》
や
キ
ン
ダ
ヤ
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
い
て
も
同
様
に
有
効
で
あ
ろ
う
。
チ
リ
l
ダ
自
身
、
中
断
さ
れ
た
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
以
下
の
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
。

ユ
ー
ト
ピ
ア
は
実
現
さ
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
他
の
場
所
で
、
他
の

誰
か
が
や
り
遂
げ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
と
も
、
こ
の
彫
刻
、
太
陽

と
月
の
光
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
広
く
深
い
空
間
、
人
類
の
避
遁

（幻）

の
場
は
、
キ
ン
ダ
ヤ
山
の
聖
な
る
山
の
心
に
届
き
得
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

討
論
会
で
コ
メ
ン
ト
さ
れ
た
よ
う
に
、
地
平
線
は
我
々
を
遠
く
か
ら
抱
く
到

達
で
き
な
い
場
で
あ
り
、
そ
の
前
に
お
い
て
、
我
々
は
等
し
く
中
心
に
あ
り
、

存
在
論
的
に
同
等
の
条
件
下
に
置
か
れ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
セ
ミ
ナ
ー
初
日

に
引
用
さ
れ
た
地
平
線
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
、
現
在
に
集
約
さ
れ
る
永
遠
に
関

す
る
言
及

（「
人
類
は
み
な
兄
弟
で
あ
る
。
私
た
ち
の
共
通
の
祖
国
は
地
平
線

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
平
線
の
よ
う
に
次
元
の
な
い
、
別
の
国
境
、
別
の
限
界
、

別
の
場
を
生
き
て
い
る
現
在
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」）
が
、
チ
リ
l

ダ
の
芸
術
を
支
え
る
思
想
の
一
つ
の
到
達
点
と
し
て
感
得
さ
れ
た
。

討
論
会
の
終
わ
り
に、
参
加
者
が
各
自
チ
リ
l
ダ
の
言
葉
か
ら

一
文
を
選
び
、

用
意
さ
れ
た
紙
片
に
記
す
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
風
船
に
結
び
付
け
ら
れ
飛
ば

さ
れ
る
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
今
回
は
チ
リ
l
ダ
の
言
葉
か
ら
選
ば
れ
、
没
後
百

年
を
迎
え
る
次
回
に
は
、
チ
リ
l
ダ
に
向
け
た
言
葉
が
集
め
ら
れ
る
と
言
う
。

後
者
の

一
例
と
し
て
、
ス
サ
ナ
・
チ
リ
l
ダ
監
督
は、

パ
ス
ク
地
方
の
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
ミ
ケ
ル
・
ラ
ボ
ア
の

「小
鳥
よ
、
小
鳥
」
の
歌
調
を
引
い
た
。

も
し
羽
を
切
っ
て
い
た
ら
、
私
の
も
の
だ

っ
た
ろ
う
。

逃
げ
て
行
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
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で
も

も
う
そ
れ
は
鳥
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

私
は

鳥
を
愛
し
て
い
た
。

チ
リ
1
ダ
の
残
し
た
言
葉

「手
中
の一

羽
よ
り
、
飛
ぶ
百
羽
」
に
対
す
る

一

つ
の
返
答
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
の
歌
調
は、

チ
リ
l
ダ
監
督
の
朗
読
に
続

き
、
多
く
の
参
加
者
に
よ

っ
て
自
然
発
生
的
に
唱
和
さ
れ
、

バ
ス
ク
語
の
歌
が



建
物
内
に
響
い
た
。

u．
チ
リ
ー
ダ
・
レ
ク
公
園
内
で
の
活
動
と
セ
ミ
ナ
ー
後

セ
ミ
ナ
ー
は
屋
外
に
会
場
を
移
し
、
チ
リ
l
ダ
が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

た
詩
が
セ
ミ
ナ
ー
講
師
に
よ
っ
て
朗
読
さ
れ
た
。

受
け
た
詩
人
及
び
チ
リ
l
ダ
の
作
品
が
そ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
源
と
な
っ

そ
の
後
、

チ
リ
l
ダ
・
レ
ク
公
園
内
で
の
自
由
活
動
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、

工ドワルド・チリーダへのセミナー・オマージュに参加して

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
は
、
用
意
さ
れ
た
チ
リ
l
ダ
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
や
カ
タ
ロ
グ

の
中
か
ら
、
最
も
印
象
的
な
言
葉
を
選
ぶ
と
共
に
、
「
チ
リ
l
ダ
と
哲
学
を
め

ぐ
る
挑
戦
」
と
題
し
た
特
別
展
の
鑑
賞
や
公
園
内
の
散
策
を
行
っ
た
。
最
後
に
、

一
堂
に
会
し
た
出
席
者
は
、
各
自
が
選
ん
だ
チ
リ
l
ダ
の
言
葉
を
風
船
に
結
び

を
終
了
し
た
。
（図
4
）

付
け
、
順
に
読
み
上
げ
た
後
、
風
船
を

一
斉
に
空
へ
放
っ
て
二
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー

． ． ． 

図4.セミナ一風景，チリーダ・レ

ク美術館（Foto:Ana Maria Rabe). 

セ
ミ
ナ
ー
閉
会
後
、
参
加
者
の
多
く
は
、
サ
ン

・セ
パ
ス
テ
ィ
ア
ン
旧
市
街

へ
向
か
い
、
貝
殻
海
岸
の

《風
の
櫛
》
へ
立
ち
寄
っ
た
。
チ
リ
l
ダ
が
創
作
活

動
初
期
か
ら
構
想
を
温
め
、

四
半
世
紀
後
に
故
郷
の
海
岸
に
設
置
し
た

《風
の

櫛
》
は
、
主
要
な
ビ

1
チ
か
ら
は
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
海
岸
の
端
に
位
置
し
、

三
つ
の
彫
刻
体
は
、
海
面
の
岩
と
崖
の
上
で
、
錆
び
色
の
鉄
鋼
の
腕
を
空
に
伸

ば
し
て
い
た
。
場
に
身
体
を
与
え
る
彫
刻
は
、
海
や
大
気
や
波
と
共
に
、
そ
の

姿
を
隠
し
現
す
中
で
互
い
に
所
属
し
合
い
、
周
囲
の
広
が
り
を
生
み
出
す
。

ハ
イ
デ
ツ
ガ

l
は
、
空
間
と
造
形
物
と
の
関

（剖）

係
を
諸
種
の
「
ボ
リ
ュ
ー
ム
」
と
し
て
想
定
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
造
形
作
品

『芸
術
と
空
間
』
の
冒
頭
で
、

が
場
の
身
体
化
と
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
考
察
は
再
び
「
ボ
リ
ュ
ー
ム
」
へ
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と
戻
さ
れ
る
が
、

ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
は
、
場
の
身
体
化
と
し
て
問
題
と
す
べ
き
対

象
は
、
「
表
面
が
外
部
と
反
対
の
内
部
を
包
む
空
間
の
相
互
限
定
」
で
は
な
く
、

「
ボ
リ
ュ

ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
該
当
し
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る

一
方
で
、

「
造
形
的
身
体
化
の
場
を
探
し
形
作
る
特
徴
は
、
名
の
な
い
ま
ま
に
残
さ
れ
る
」

と
記
し
て
こ
の
問
題
を
保
留
し
た
。
続
い
て
ハ
イ
デ
ツ
ガ

l
は
、
場
の
特
性
と

近
親
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
「
空
（

F
2
5）
」
を
取
り
上
げ
、
「
欠
如
」
や
「
無
」
A
E）
 

と
し
て
で
は
な
く
「
産
出
（
出
向

22σ
門
店
官
ロ
）
」
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

空
洞
の
な
い
物
質
の
使
用
は
、
ハ
イ
デ
ツ
ガ
！
と
の
避
遁
以
前
か
ら
終
始

貫
し
た
チ
リ
1
ダ
作
品
の
特
徴
で
あ
る
。
『
芸
術
と
空
間
」
の
出
版
後
に
お
け

る
そ
の
継
続
は
、

エ
ッ
セ
ー
に
お
い
て
残
さ
れ
た
こ
の
哲
学
者
の
聞
い
に
対
す
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る
チ
リ
l
ダ
か
ら
の
返
答
と
し
て
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
空
間
を
包
む
ボ

リ
ュ

l
ム
と
対
置
す
る
密
な
量
塊
は
、
そ
の
真
正
で
圧
倒
的
な
存
在
に
よ
り
、

空
間
の
「
空
」
と
雄
弁
で
説
得
力
の
あ
る
対
話
を
行
う
。
ハ
イ
デ
ツ
ガ
！
と
の

遜
遁
は
、

チ
リ
l
ダ
が
経
験
的
に
素
材
と
し
て
選
び
用
い
て
い
た
密
な
物
質

と
「
空
」
と
の
弁
証
法
に
閲
す
る
思
索
を
深
め
る
機
会
を
彼
に
与
え
た
と
推
測

さ
れ
る
。
チ
リ
l
ダ
の
公
共
彫
刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
念
的
土
台
に
こ
の
テ
l

マ
に
対
す
る
彼
の
信
念
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
「
遅
い
空
間
」
や
「
速
い
物
体
」

な
ど
ア
ン
ソ
ロ
ジ
l
に
残
さ
れ
た
チ
リ
l
ダ
の
言
葉
は
、
そ
の
メ
タ
フ
ァ

l
に

富
む
詩
的
表
現
か
ら
、
こ
れ
ら
の
言
葉
が
、
様
々
な
人
的
接
触
や
哲
学
的
・
科

学
的
知
見
を
経
て
深
め
ら
れ
温
め
ら
れ
た
後
、
私
的
で
総
括
的
表
現
と
し
て
言

語
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

貝
殻
海
岸
で

《
風
の
櫛
》
に
吹
く
風
は
、
そ
の
場
に
住
ま
う
も
の
を
巻
き
込

み
な
が
ら
、

「速
い
物
体
と
し
て
の
空
間
」
を
体
感
で
き
る
形
で
示
し
て
い
た
。

終
わ
り
に

セ
ミ
ナ
ー
・

オ
マ

l
ジ
ユ

「
暁
に
作
品
を
知
っ
た
」
は
、
結
論
付
け
ら
れ
た

研
究
結
果
の
報
告
を
目
的
と
せ
ず
、
参
加
者
を
テ
l
マ
へ
導
入
す
る
努
力
と
講

演
後
の
討
論
に
比
重
が
置
か
れ
た
結
果
、
自
由
な
発
言
と
活
発
な
議
論
の
場
と

な
っ
た
。
チ
リ
l
ダ
の
言
葉
と
哲
学
的
テ
キ
ス
ト
と
の
対
比
や
、
同
時
代
の
哲

学
者
と
の
避
遁
の
逸
話
は
、
参
加
者
一
人
一
人
の
中
に
、
チ
リ
l
ダ
の
言
葉
を

上
げ
て
行
っ
た
。

解
釈
し
、
そ
の
人
と
作
品
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
の
新
し
い
空
間
を
作
り

セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
た
チ
リ
l
ダ

・
レ
ク
美
術
館
内
の
建
物
は
、

十
六
世
紀
の
農
家
で
、

と
委
ピ
ラ
l
ル
・
ベ
ル
ス
ン
セ
が

一
九
八
二
年
に
廃
屋
の
状
態
で
見
つ
け
た

チ
リ
l
ダ

チ
リ
l
ダ
夫
妻
は、

「サ
パ
ラ
ガ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の

建
物
の
修
復
と
改
築
に
十
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
た
。
（図
5
）
夫
妻
が

「詩

A

担
）

と
構
築
」
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
改
築
に
よ
り
、
建
物
内
部
は
木
の
幹
の
よ
う

に
広
が
る
柱
を
持
つ
彫
刻
的
空
間
に
変
貌
し
、
比
較
的
小
規
模
な
チ
リ
l
ダ

チ
リ

l
ダ

・
レ
ク
美
術
館

の
作
品
を
展
示
し
て
い
る
。
大
規
模
な
作
品
が
点
在
す
る
広
い
公
園
を
含
め
、

は
、
チ
リ
l
ダ
が
晩
年
、
彼

の
作
品
世
界
に
近
づ
く
こ
と

を
希
望
す
る
す
べ
て
の
人
々

に
遣
す
た
め
に
手
掛
け
、

二
O
O
O年
に
完
成
さ
せ
た

芸
術
的
遺
産
で
あ
り
、
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
は、

二
O
一
O

年
末
以
降
、
そ
の
門
戸
を
閉

ざ
し
て
い
る
チ
リ
l
ダ

・
レ

ク
美
術
館
に
入
館
で
き
る
数

少
な
い
機
会
の

一
つ
で
あ
っ

図5.サパラガ外観，チリーダ・レク美術館 （Foto：目

Ana Marla Rabe) . 
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